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防
災
・
減
災
対
策
を
強
化

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
世
帯
に
配
布

　

平
成
25
年
３
月
定
例
会
は
３
月
６
日
に
開
会
し
、
21
日
間

の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
、
21
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
教
育
委
員
の
選
任
・

任
命
に
同
意
し
、
１
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

主
な
条
例
制
定
・
改
正

３月定例会

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例
の
制
定

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

本
部
設
置
条
例
で
す
。

※
そ
の
他
、
地
域
主
権
改
革
一

括
法
の
施
行
に
伴
う
、
町
道
の

基
準
を
定
め
る
条
例
な
ど
、
６

条
例
を
制
定
・
改
正
し
ま
し
た
。

▼
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

　
　
　
　
　
　
　

９
７
５
万
円

　

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
や
、

避
難
所
な
ど
の
情
報
を
載
せ
、

全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

▼
砂
子
第
１
排
水
機
場
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　

３
３
０
０
万
円

　

砂
子
第
１
排
水
機
場
の
排
水

能
力
を
高
め
る
た
め
で
す
。

▼
防
災
行
政
無
線
の
基
本
計
画

の
設
計
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
て
い
る
同
報
無
線

を
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ

タ
ル
方
式
に
、
設
備
を
更
新
す

る
た
め
の
準
備
費
用
で
す
。

▼
小
糠
田
川
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　

２
７
０
０
万
円

　

小
糠
田
川
の
水
害
を
防
ぐ
た

め
、
側
面
と
川
底
を
補
強
す
る

た
め
で
す
。

平
成
25
年
度　

一
般
会
計   

予
算
の
構
成
比

（
千
円
未
満　

四
捨
五
入
）

 

平
成
2 5
年
度

　
　

重
点
施
策

町債 ( 借入金 ) 7.5％
5 億 3900 万円

繰入金　5.6％
3 億 9971 万 9 千円

県支出金　7.8％
5 億 5822 万 2 千円

地方譲与税など　8.2％
5 億 8274 万 8 千円

繰越金　1.3％
9260 万 3 千円

諸収入　1.3％
9563 万 9 千円

国庫支出金　11.3％
8 億 1112 万円

地方交付税　8.6％
6 億 2000 万円

町税　48.4％
34 億 7394 万 9 千円歳入

71 億 7300 万円

公債費 ( 借入金の返済 ) など
9.8％　7 億 590 万 7 千円

土木費　8.2％
5 億 9004 万 5 千円

消防費　5.4％
3 億 9010 万 4 千円

議会費　1.4％
9945 万円

商工費　0.6％
4604 万 4 千円

農林水産業費　0.9％   
6102 万 1 千円

総務費　12.2％
8 億 7146 万円

教育費　9.8％
7 億 56 万 7 千円

衛生費　10.8％
7 億 7446 万 9 千円

民生費  40.9％
29 億 3393 万 3 千円

歳出
71 億 7300 万円

みんな元気に「はーい」！　～大治小学校　新１年生～

　

主
な
補
正
予
算

▼
町
民
体
育
館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

　
　
　
　

５
１
０
８
万
３
千
円

　

閉
鎖
し
て
い
る
町
民
体
育
館

の
解
体
に
向
け
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
除
去
を
し
ま
す
。

▼
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
改
修　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

７
２
０
万
円

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
の
木
造

住
宅
が
対
象
で
、
一
戸
あ
た
り

90
万
円
ま
で
、
改
修
費
用
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

▼
河
川
敷
公
園
整
備
工
事
費

　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

　

水
辺
の
空
間
を
活
用
し
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
に
も
使
え
る
公
園
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

▼
教
室
に
扇
風
機
を
設
置

　
　
　
　

３
０
４
７
万
３
千
円

　

学
習
環
境
の
改
善
の
た
め
、

小
・
中
学
校
の
教
室
に
、
４
台

ず
つ
扇
風
機
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

▼
南
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　

４
１
３
７
万
円

▼
プ
ー
ル
開
放
管
理
運
営
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
万
円

　

８
月
の
10
日
間
、
大
治
小
学

校
の
プ
ー
ル
を
一
般
に
開
放
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
通
学
路
な
ど
に
カ
ラ
ー
塗
装

　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

　

登
下
校
の
安
全
確
保
の
た

め
、
８
路
線
に
カ
ラ
ー
塗
装
す

る
も
の
で
す
。
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本
会
議
質
疑 

＆

　
　
　
　
　

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

設
置
の
基
準

　

ど
の
よ
う
な
場
合

に
、
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る

の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
行
動
計
画
は
。

　

　

国
が
緊
急
事
態
宣

言
を
し
た
時
に
設
置
す
る
。

　

行
動
計
画
は
、
国
・
県
・
保

健
所
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。　

　　

選
択
の
理
由
は

      

　

町
道
に
、
国
の
基
準

を
そ
の
ま
ま
選
択
し
た
の
は
、

な
ぜ
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
ど
う
生
か
す
の
か
。　

　

　

政
令
で
定
め
た
基

準
値
が
一
番
、町
に
適
合
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
町
に
あ
っ

た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

大
丈
夫
か

　

　

町
民
体
育
館
の
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
工
事
は
、
安
全
に

行
わ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
近
隣
住
民
へ
の
説
明

会
は
。　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
外
部

に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
完
全
に

密
封
し
て
行
う
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周

知
す
る
ほ
か
、
大
治
小
学
校
の

保
護
者
に
は
、
文
書
を
配
布
す

る
。
近
隣
住
民
に
は
直
接
各
戸

訪
問
し
、
説
明
す
る
。

　

解
体
の
考
え

　

町
民
体
育
館
は
、
解

体
ま
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　

跡
地
利
用
計
画
と
関

連
さ
せ
て
、
解
体
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

内
容
は

　

土
地
鑑
定
業
務
委
託

料
は
、
ど
う
い
っ
た
内
容
な
の

か
。

　

平
成
27
年
度
は
、
固

定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
あ

る
。

　

町
内
の
１
２
６
地
点
で
鑑
定

を
行
い
、
固
定
資
産
の
評
価
替

え
に
反
映
さ
せ
る
。

　

プ
ー
ル
の
一
般
開
放

　

プ
ー
ル
開
放
は
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　

　

大
治
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
８
月
上
旬
の
10
日
間
、
10

時
か
ら
16
時
ま
で
一
般
に
開
放

す
る
。

　

使
え
な
い
期
間
は

　

町
営
野
球
場
に
芝
生

を
植
栽
す
る
が
、
ど
の
く
ら
い

球
場
が
使
用
で
き
な
い
の
か
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等　

　
　

対
策
本
部
条
例
の
制
定

　

夏
芝
の
植
栽
な
の

で
、
夏
季
の
２
カ
月
半
ほ
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

　

進
ん
で
い
る
か

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、
計

画
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

新
年
度
は
、
10
回
ほ

ど
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と

し
た
1
日
無
料
体
験
教
室
を
行

い
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　

平
成
27
年
4
月
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
、準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

増
額
の
理
由

　

学
校
給
食
費
の
補
助

金
を
、
一
人
当
た
り
月
額
50
円

上
げ
て
、
２
０
０
円
と
す
る
理

由
は
。　

食
材
費
が
高
騰
し
て

お
り
、
保
護
者
の
負
担
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
、
増
額
し
た
。

　

町
内
会
も
対
象
に

　

自
主
防
災
組
織
で
な

く
て
も
、
町
内
会
な
ど
で
防
災

訓
練
を
す
る
場
合
、
補
助
金
の

対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

町
内
会
な
ど
の
規
約

の
中
に
、
防
災
活
動
が
明
文
化

さ
れ
て
い
れ
ば
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

目
的
は
何
か

　

防
災
関
係
で
、
新
た

に
自
衛
隊
の
退
職
者
を
雇
用
す

る
が
、
目
的
は
。

　

東
日
本
大
震
災
な
ど

の
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
実
績

が
あ
り
、
豊
か
な
経
験
を
本
町

の
防
災
活
動
に
生
か
し
た
い
。

　

土
地
購
入
の
目
的

　

新
た
に
土
地
を
購
入

す
る
が
、
目
的
は
。

　

東
條
信
号
交
差
点
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
方
向
に

抜
け
る
、
北
間
島
地
内
の
狭
い

道
路
を
広
げ
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
島
の
多
目
的
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
一
部
を
購
入
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
公
園

　

河
川
敷
公
園
の
整
備

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
公
園
か
。

　

新
大
正
橋
南
側
の
、

庄
内
川
河
川
敷
に
、
散
策
路
と

芝
生
広
場
が
あ
る
公
園
を
整
備

す
る
。

　

緊
急
時
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と

し
て
も
、
活
用
す
る
。

　

安
全
の
確
保
は

　

河
川
敷
公
園
は
、
流

れ
を
ま
と
も
に
受
け
る
場
所
で

あ
る
。

　

安
全
性
は
保
た
れ
る
の
か
。

　

国
も
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
な
ど
で
護
岸
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

　

安
全
性
の
確
保
は
、
国
と
と

も
に
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
強
化
を

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

　

道
路
構
造
の
技
術
的
基
準
を

　
　
　
　
　

定
め
る
条
例
の
制
定

平
成
24
年
度

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

質
問

答
弁

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本会議を傍聴してみませんか？

　町政を知るには、議会を傍聴することが一番です。

　傍聴を希望される方は、本会議の当日、役場４階議場前で受付後、傍聴席へお入り下さい。（定員：60 人）

　日程は、この議会だよりの４ページ、もしくは、町のホームページをご覧下さい。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

アスベストを除去する町民体育館

平
成
25
年
度

　
　
　

一
般
会
計
予
算

　

利
用
者
の
ア
ク
セ
ス

　

　

河
川
敷
公
園
の
周
辺

道
路
は
、
交
通
量
が
多
い
。

　

利
用
者
の
安
全
確
保
は
。

　

新
大
正
橋
西
側
か
ら

公
園
へ
、
直
接
降
り
ら
れ
る
階

段
を
整
備
す
る
。

　　　　　　不便さも解決へ

　　河川敷公園建設予定地　－福祉建設常任委員会現地調査－　

答
弁
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３月議会の一般質問は、３月 11 日に行い、７人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

町
長
の
任
期
は
、
残

り
１
年
強
と
な
っ
た
。

　

先
の
町
長
選
挙
で
、

町
民
に
約
束
し
た
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
実
現
し
て
い
な
い
し
、
見
え

て
こ
な
い
。

　

公
約
が
間
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

①
地
域
委
員
会
の
設
置

　

②
夜
間
託
児
所
の
設
置

　

③
す
ぐ
や
る
課
の
設
置

　

④
名
古
屋
市
合
併
な
ど
は
、
撤
回
せ
よ
。

町
長　

①
総
代
制
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
、

住
民
主
体
の
町
に
し
た
い
。

②
夜
間
託
児
所
を
保
育
園
に
委

託
し
た
場
合
、
夜
10
時
ま
で
し

か
で
き
な
い
。

　

他
の
方
法
で
、
延
長
保
育
を

支
援
し
た
い
。

③
す
ぐ
や
る
係
を
作
っ
た
。

④
大
名
古
屋
構
想
に
、
合
併
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

浅里周平議員

 　撤回はしない

　

間
違
っ
た
公
約
は
撤
回
を

　

給
食
で
の
死
亡
事

故
が
他
市
で
発
生
し

た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
原

因
食
材
の
チ
ェ
ッ
ク

や
緊
急
時
の
対
応
な

ど
の
在
り
方
な
ど
が
、
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
た
。

　

本
町
の
対
策
は
。

①
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
把
握
と
取
り
組
み
。

②
お
代
わ
り
の
対
応
。

③
い
ざ
と
い
う
時
の
教
職
員
の
対
応
。

後藤田麻美子議員

  万全に対応
教
育
長　

①
保
護
者
か
ら
の
報

告
で
、
状
況
を
把
握
。

　

除
去
食
は
、ラ
ッ
プ
を
か
け
、

印
を
付
け
る
な
ど
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
。

②
保
護
者
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
献
立
表
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

な
ど
注
意
を
喚
起
し
て
い
く
。

③
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

研
修
を
早
期
に
実
施
す
る
。　

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
っ
た
子
ど
も
へ
の
対
応
は

　

体
育
協
会
と
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
、
後
援

申
請
を
し
て
い
な
い
の

に
、
町
と
教
育
委
員
会

の
、
後
援
が
下
り
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
利
用
の
申
請
を
し
て
い
な
い

の
に
、
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

き
な
問
題
が
あ
る
。

　

他
の
利
用
者
と
の
関
係
で
、
行
政
の
公
平

性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　

改
善
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
課
が
事
務

局
と
し
て
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
慣
例
で
、
町
と
教
育
委
員

会
の
後
援
を
記
載
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
か

せ
の
体
質
か
ら
、
自
主
的
に
運

営
す
る
団
体
へ
変
わ
る
よ
う

に
、
指
導
し
て
い
く
。

問　

体
罰
の
調
査
を
発
表
せ
よ

答　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
３
件

　

他
に
、
質
問
が
３
問

𠮷原経夫議員

  指導していく

　

体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
け
じ
め
あ
る
対
応
せ
よ

　

西
小
学
校
の
東
側
に

隣
接
す
る
南
北
の
道
路

が
、
あ
ま
市
方
面
か
ら

の
自
動
車
の
抜
け
道
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
治
小
学
校
の
北
側
道
路
も
同
様
で
、
通

勤
時
間
と
登
校
時
間
が
重
な
り
、
制
限
速
度

以
上
で
走
る
自
動
車
が
多
く
、
非
常
に
危
険

な
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
車
道
に
、
強
制
的
に
走
行
速
度
を
下

げ
る
た
め
の
減
速
帯
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長　

津
島
署
と
協
議
し
て
お

り
、
40
キ
ロ
制
限
を
30
キ
ロ
に

し
、
カ
ラ
ー
塗
装
で
の
対
応
も

考
え
て
い
る
。

問　

不
登
校
生
徒
へ
の
指
導
は

答　

地
域
住
民
と
と
も
に
生
徒

　
　

の
育
成
を
図
る

林　健児議員

  減速対策を検討

　

自
動
車
減
速
帯
を
設
置
せ
よ

ずばり直言！ 一 般 質 問

都
市
整
備
課
長　

①
迅
速
に
排

水
機
を
稼
動
さ
せ
、
道
路
冠
水

を
未
然
に
防
ぐ
。

　

ま
た
、
砂
子
第
１
排
水
機
場

の
ポ
ン
プ
を
増
強
す
る
。

②
貯
留
施
設
は
、
長
牧
地
内
に

完
成
予
定
で
、
他
の
地
域
で
も

検
討
し
て
い
る
。

問　

川
の
清
掃
を
推
進
せ
よ

答　

町
内
の
各
地
区
が
実
施

折橋盛男議員

 対策を進めている

　

水
害
対
策
を
問
う

　

本
町
の
介
護
施
策

は
、
不
十
分
だ
。

　

本
町
に
は
、
５
０
０

人
を
超
え
る
認
知
症
高

齢
者
が
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
た
め
に
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

民
生
課
長　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
、
年
１
回
か

ら
複
数
回
に
増
や
す
。

　

徘は
い
か
い徊
し
た
認
知
症
の
方
を
早

期
に
探
し
出
す
た
め
の
仕
組
み

は
、
要
綱
を
決
め
て
運
用
し
て

い
く
。

問　

季
節
に
よ
り
、
夕
方
の　

　
　

チ
ャ
イ
ム
の
時
間
変
更
を

答　

変
更
の
予
定
は
な
い

広田幸治議員

  養成講座の充実

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
強
化
を

都
市
整
備
課
長　

①
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
液
状
化
危
険
度
マ
ッ

プ
を
掲
載
し
、周
知
し
て
い
る
。

　

町
の
工
事
で
は
、
地
盤
を
調

査
し
、
施
工
し
て
い
る
。

福
祉
部
長　

②
災
害
時
要
支
援

者
の
登
録
が
わ
ず
か
31
人
な
の

で
、
登
録
方
法
を
再
考
す
る
。

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注

意
し
、
関
係
者
に
情
報
提
供
し

て
い
く
。

横井良隆議員

  改善に向けて努力

　

防
災
対
策
の
強
化
ー
町
民
に
積
極
的
な
情
報
の
提
供
を
ー

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
、
防
災
対
策
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

①
液
状
化
対
策
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

海
部
地
域
で
は
、
液
状
化
の
被
害
が
大
き

い
と
予
想
さ
れ
る
が
、
ど
こ
ま
で
検
討
や
検

証
、
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
災
害
弱
者
対
策
は
、
進
ん
で
い
る
か
。

　

集
め
ら
れ
た
情
報
は
ど
う
い
う
形
で
共
有

さ
れ
る
の
か
、
本
町
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

　

近
年
、
本
町
で
は
住

宅
の
建
設
が
進
み
、
農

地
が
減
少
し
、
田
畑
の

保
水
能
力
が
低
下
し
て

い
る
。

　

台
風
や
豪
雨
時
に
、
側
溝
や
用
水
路
だ
け

で
は
処
理
し
き
れ
ず
、
道
路
の
冠
水
が
増
加

し
て
い
る
。

①
道
路
の
冠
水
対
策
は
、
万
全
か
。

②
貯
留
池
増
設
な
ど
、保
水
対
策
の
考
え
は
。

　　　通学路の安全確保を

　　　排水機を増強する砂子第 1 排水機場
　　　　　　　　－福祉建設常任委員会　現地調査－



おおはる議会だより（4）

　

６
月
定
例
会
日
程
（
案
）

５
日(

水)   

開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

10
日(

月)  

一
般
質
問

11
日(

火)   

質
疑　

13
日(

木)   

総
務
教
育

                           

常
任
委
員
会

14
日(

金)   

福
祉
建
設

                           

常
任
委
員
会

21
日(

金)   

採
決　

　
　
　
　
　

閉
会

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
青
々
と
生
い
茂
る
草
木
に
、

生
命
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が

経
過
―
―
―

３
月
11
日
の
本
会
議
で
は
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

▼
あ
の
震
災
を
私
た
ち
は
、
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

震
災
を
教
訓
に
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の

は
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

▼
「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
と

き
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
」
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
。 暫

時
休
憩

インタビュー

まちかど

№31

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
回
も

行
か
れ
て
い
る
、
西
條
在
住
の

山
本
和
男
さ
ん(

77)

に
、
お

話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
最
初
に
行
か
れ
た
の
は

　

発
災
１
カ
月
後
に
、
宮
城
県

石
巻
市
に
行
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
講
堂
の
隣
に
あ
る

お
墓
に
、
車
が
乗
っ
か
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

　

避
難
所
の
小
学
校
は
、
壁
が

崩
れ
て
、
す
き
ま
風
が
吹
き
込

ん
で
、
と
て
も
寝
ら
れ
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
工
の
経
験
を
生
か
し
、
材

料
を
集
め
て
は
補
修
を
行
い
ま

し
た
。

―
そ
の
後
も
行
か
れ
た
の
で
す
か

　

岩
手
県
の
大
船
渡
市
や
陸
前

高
田
市
へ
行
き
ま
し
た
。

　

現
地
の
方
と
大
船
渡
駅
で
待

ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
が
、
津

波
の
影
響
で
駅
舎
は
跡
形
も
な

く
、捜
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
の
仮
設
住
宅
は
、

４
～
５
人
で
寝
泊
り
を
し
て
い

て
、
と
て
も
狭
く
て
、
布
団
を

敷
く
と
足
の
踏
み
場
も
な
い
状

態
で
し
た
。

　
「
棚
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
、
１
軒
１
軒
訪
ね
て
棚

を
作
り
ま
し
た
。

―
苦
労
し
た
こ
と
は

　

材
料
の
調
達
で
す
。
40
㎞
離

れ
た
お
店
ま
で
、
毎
日
調
達
に

行
き
ま
し
た
。

―
被
災
地
ま
で
、
ど
の
く
ら
い

か
か
る
の
で
す
か

　

休
憩
を
含
め
、
11
時
間
く
ら

い
か
け
て
、
軽
乗
用
車
で
現
地

へ
行
き
ま
す
。

　

大
工
道
具
と
布
団
を
積
ん

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
活
動

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

の
で
、
交
通
費
や
食
事
代
な
ど

は
全
部
自
分
持
ち
で
す
。

　

家
族
は
反
対
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
快
く
行
か
せ
て
く

れ
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
も
行
か
れ
る
の
で

す
か

　

大
船
渡
市
や
釜
石
市
に
行
く

予
定
で
す
。

―
最
後
に
一
言
ど
う
ぞ

　

悲
惨
な
状
況
の
中
で
も
、
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
元

気
で
、
明
る
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
素
朴
で
人
情
味
の
あ
る

温
か
い
方
々
ば
か
り
で
し
た
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝

の
ハ
ガ
キ
を
い
た
た
だ
く
と
、

と
て
も
嬉
し
く
、
苦
労
が
吹
っ

飛
び
ま
す
。

　　

貴
重
な
経
験
談
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

遠
路
を
ひ
と
り
で
行
か
れ
る

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
体
に
は
十
分
に
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

　下記の意見書を全会一致で可決し、衆・参両院議長を
はじめ、国の関係機関に提出しました。
■北朝鮮の核実験に反対し、世界の恒久平和を求める
　（要旨）
　北朝鮮は、国連安全保障理事会の決議に違反して核実
験を強行した。このことは、国際社会の平和と安全に関
する重大かつ深刻な挑戦であり、強い憤りと深い憂慮を
禁じえない。
　よって、大治町議会は、北朝鮮の核実験の実施に対し
て厳重に抗議するとともに、政府及び国会に対して、国
際社会の平和と安全を確保するため、関係各国と緊密な
連携を図り、断固とした対応をとるよう強く求めるもの
である。

意  　見　  書

ボランティアを頑張る山本さん

　

人
事
案
件

鈴木和美 氏

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

任
期
は
、
平
成
25
年
４
月
７

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

▼
教
育
委
員

平野香代子氏大竹正吾氏

　

任
期
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
９
月
30
日
で

す
。（
前
任
者
の
残
任
期
間
）

　

な
お
、
教
育
委
員
会
で
、
教

育
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
で

す
。（
前
任
者
の
残
任
期
間
）

議　　　案 賛成 反対 議決
結果

３　

月　

定　

例　

会

新型インフルエンザ等対策本部条例の制定 １１ ０ 可決

指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関する基準を定める条例の制定 １１ ０ 可決

道路構造の技術的基準を定める条例の制定 １１ ０ 可決

町道に設ける案内標識等の寸法を定める条例の制定 １１ ０ 可決

移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の制定 １１ ０ 可決

準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定 １１ ０ 可決

地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の

整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
１１ ０ 可決

災害応急対策又は災害復旧のため派遣された職員に対する災害派遣手当に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決

下水道条例の一部改正 １１ ０ 可決

平成２４年度　一般会計補正予算（第６号） １１ ０ 可決

平成２４年度　国民健康保険特別会計補正予算（第４号） １１ ０ 可決

平成２４年度　土地取得特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決

平成２４年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決

平成２４年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決

平成２５年度　一般会計予算 １０ １ 可決

平成２５年度　国民健康保険特別会計予算 １１ ０ 可決

平成２５年度　土地取得特別会計予算 １１ ０ 可決

平成２５年度　介護保険特別会計予算 １０ １ 可決

平成２５年度　公共下水道事業特別会計予算 １０ １ 可決

平成２５年度　後期高齢者医療特別会計予算 １０ １ 可決

海部東部消防組合規約の変更 １１ ０ 可決

固定資産評価審査委員会の委員の選任（鈴木和美氏） １１ ０ 同意

教育委員会の委員の任命（平野香代子氏）　　　　　　　　　　　　　　　　※ １名退席 １０ ０ 同意

教育委員会の委員の任命（大竹正吾氏）　　　　　　　　　　　　　　　　　※ １名退席 １０ ０ 同意

北朝鮮の核実験に反対し、世界の恒久平和を求める意見書 １１ ０ 可決

　

任
期
満
了
に
よ
る
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
い
ず
れ
も
平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

▼
海
部
東
部
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
昌
生

　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
勇
夫

　
　
　
　
（
議
長
）   

織
田
八
茂

▼
海
部
地
区
水
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

横
井
良
隆

　
　
（
町
長
推
薦
）   

安
井
弘
光

▼
海
部
地
区
急
病
診
療
所
組
合

　
　
　
　
　
　

後
藤
田
麻
美
子

　
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

　　　ハガキには感謝の気持ちが…


